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花
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大
病
を
乗
り
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し
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ス
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て
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い
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日
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黄
水
仙
何
時
の
間
に
や
ら
顔
を
出
す
君
の
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に
お
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え
し
た
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畠
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千
江

                       

ど
な
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の
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垣
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越
し
何
方
通
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と
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見
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岡
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庭
に
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の
花
を
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て
子
供
の
頃
の
山
家
を
偲
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坂
上
の
ぶ
子

 

ち
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だ
い 　

 

卓
袱
台
に
夫
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春
蝉
は
も
う
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や
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経
文
を
と
な
へ
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若
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光
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父
母
の
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と
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如
月
の
庭
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今
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春
う
ら
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の
花
ま
つ
り
訪
ね
ゆ
け
ば
誘
い
く
れ
し
う
ぐ
い
す
の
声 

明
石　

敬
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
り
雨
過
ぎ
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青
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私
の
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

                   FAX

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

春
の
猪
野
　々

山
里
め
ぐ
り

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

吉
井
勇
の
歌
碑
が
た
つ
香
北

町
猪
野
々
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

若
葉
の
季
節
、
棚
田
の
広
が

る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
猪

野
々
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
や
吉
井

勇
ゆ
か
り
の
道
を
巡
り
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
19
日
（
土
）

10
時
集
合　

※

小
雨
決
行

【
定
員
】
20
人　

※

要
予
約

【
参
加
費
】
１
人
２
千
円

※

昼
食
・
お
茶
・
入
館
料
含
む

【
申
込
締
切
】
５
月
11
日
（
金)

【
行
程
】

10
時…

記
念
館
集
合

12
時…

轟
の
滝
周
辺
で
昼
食

15
時…

解
散

【
送
迎
】
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
経
由
の
無
料
送

迎
バ
ス
あ
り
。※

要
予
約

行
き　

本
庁
舎
９
時
20
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
前
９
時
40
分

帰
り　

記
念
館
15
時
発

　
　
　

美
良
布
駅
経
由
本
庁
舎

講
演
会
『
伊
野
部
恒
吉
と
瀧
嵐
』

　

企
画
展
『
吉
井
勇
と
伊
野
部

恒
吉
』
の
関
連
企
画
と
し
て
、

土
佐
史
談
会
の
今
井
章
博
さ
ん

に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

伊
野
部
恒
吉
を
取
り
巻
く
時

代
背
景
や
多
彩
な
交
遊
録
の
一

端
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
９
日
（
土
）

14
時
～　

※

13
時
15
分
〜
学
芸
員
の
展
示
解
説

【
参
加
費
】
300
円

※

入
館
料
・
資
料
代
含
む

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

【
送
迎
】

市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
美

良
布
駅
、
香
北
支
所
経
由
の
無

料
送
迎
バ
ス
あ
り
。※

要
予
約

行
き　

本
庁
舎
12
時
30
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
前
12
時
50
分

帰
り　

記
念
館
15
時
40
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
経
由
本
庁
舎

◆
し
か
け
絵
本
展
示

　

子
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ

せ
て
、
『
し
か
け
絵
本
』
の
展

示
を
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

『
し
か
け
』
を
手
に
取
っ
て
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

５
月
12
日
（
土
）
ま
で

【
場
所
】

市
立
図
書
館
本
館

◆
県
立
図
書
館
の
本

　

県
立
図
書
館
と
高
知
市
民
図

書
館
が
一
つ
に
な
り
、
今
年
７

月
、
オ
ー
テ
ピ
ア
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

県
立
図
書
館
は
現
在
休
館
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
県
立
図

書
館
の
本
を
本
館
・
香
北
分
館

が
約
700
冊
、
物
部
分
館
が
約
100

冊
借
り
て
い
ま
す
。
オ
ー
テ
ピ

ア
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、
順
次

返
却
す
る
予
定
で
す
。

　

期
間
限
定
の
本
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
借
り
受
け
て
い
る
本
】

地
球
の
歩
き
方
シ
リ
ー
ズ
、
小

説
、
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
シ
リ

ー
ズ
、
吹
奏
楽
の
本
な
ど

◆
岩
波
少
年
文
庫

　

ア
ニ
メ
の
原
作
や
、
世
界
的

に
有
名
な
本
が
、
現
在
約
100
冊

あ
り
ま
す
。

「
知
っ
て
い
る
け
ど
読
ん
だ
こ

と
が
な
い
」
そ
ん
な
本
を
読
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
リ
ス
ト
】
山
賊
の
む
す
め
ロ

ー
ニ
ャ
、
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ

ト
、
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
な
ど

◆
子
ど
も
司
書
養
成
講
座

　

香
美
市
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
30
年
度
も
子
ど
も
司
書
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
昨
年

度
は
23
人
の
子
ど
も
司
書
が
誕

生
し
ま
し
た
。
子
ど
も
司
書
と

し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
講
座
の
予
定
】

６
月…

募
集
チ
ラ
シ
を
配
布

８
月…

基
礎
研
修

８
月
～
11
月…

市
立
図
書
館
や

学
校
で
の
実
技
・
実
地
研
修

12
月…

専
門
研
修
（
香
南
市
と

合
同
で
開
催
）

１
月…

レ
ポ
ー
ト
提
出

２
月…

修
了
証
交
付

※

詳
細
は
学
校
を
通
し
て
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ

世界が、

それをゆるさない。

大西健丞　著

『犬の殺処分ゼロ』プロ

ジェクトをスタートさせ

たピースワンコ・ジャパン。

彼らの軌跡や活動につい

て書いた一冊。国内の災害

支援にも取り組んでいる。

ゴッホの絵本

結城昌子　著

独創的なタッチのゴッホ。

それぞれの絵を擬音化し

て解説。『種まく人』なら

「ぐるぐる ぐるぐる 畑の

むこうで太陽がぐるぐる

…」名画の不思議な絵本。

レッド・プラトーン

クリントン・ロメシャ　著

２００９年１０月、３００人

を超えるタリバン部隊か

ら奇襲攻撃が。わずか５

０人の米軍兵士は、いか

にして過酷な戦闘から生

き延びたのか。

市
立
図
書
館


